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●業種別の動向

「日本商工会議所LOBO調査 ２０２０年７月の業況と動向」
〔2020年７月調査結果〕 ※抜粋

新型コロナウイルスの影響により中断していた公共工事の発注再開に加え、集中豪雨の復旧工事などで動きがみられ
るものの消費者のマインド低迷が続く中、低調な新築・リフォームなどの住宅関連が下押しし、ほぼ横ばい 。
「住宅をはじめとした民間工事の動きが鈍い中、足元では堅調な公共工事についても、今後、自治体の予算が新型コロナウイルス対
策に多く割かれることで規模の縮小や延期・中止にならないか不安」（一般工事業）

堅調な内食需要に加え飲食業向けも持ち直しつつある食料品製造業が下支えし、改善。また 、一部の自動車関連では、
工場が再開しつつある中、新型車投入効果、中国向け輸出の持ち直しによる生産増を指摘する声も聞かれた。ただし、
依然として取引先の過剰在庫により受注が低迷している企業も多く、回復に向けた動きはまだら模様となっている 。
「新型コロナウイルスの影響が長期化している。特に、例年であれば夏は観光やイベント、お祭りなどによる需要増があるものの、消
費者の外出自粛やお祭りの中止などが相次ぎ、引き合いがない」（紙加工品製造業）

新型コロナウイルスの影響により宿泊業向けの需要が低迷しているものの、小売業向けの引き合いが堅調な食料・飲
料品や農畜水産品などが下支えし、改善。ただし、長雨による日照不足から、加工食品を扱う業種などからは野菜価格
が高騰し、収益を圧迫しているとの声も多く聞かれた。
「新型コロナウイルスの影響はかなり改善してきているが、日照不足による野菜の生育不良から価格が高騰しており、収益を圧迫して
いる」（食料品卸売業）

引き続き堅調な内食需要に下支えされた食料品のほか、在宅時間の増加や特別定額給付金の効果を背景に、家具・家
電をはじめとする住まい関連、趣味・娯楽品などの売上も伸び、改善。一方、感染拡大防止のため夏のセールの見直し
や広告の自粛など、販促活動の制約を指摘する声も聞かれた。
「客足は徐々に戻ってきているが、感染拡大防止のため、例年行ってきた夏のセールや折込チラシなどの販促策が再開できず苦慮し
ている」（百貨店）

東京をはじめ新型コロナウイルスの感染が拡大しつつある中、消費者の間で遠出を敬遠する動きや予約キャンセルな
どが生じており、依然として弱い動きが続くものの、個人客を中心に客足が戻りつつある飲食業が下支えしたほか、一
部の自治体における県内旅行喚起策の効果により、売上が伸びた宿泊業なども全体を押し上げ、改善 。
「新型コロナウイルスの影響により観光需要の低迷が続き経営は厳しい。今後、県が独自に講じた県内旅行の補助事業や政府による 
Go To トラベルキャンペーンを期待したい」（旅行業）　　　

「日本商工会議所LOBO調査 ２０２０年７月の業況と動向」

●苗字の日（19日）
　１８７０（明治３）年、戸籍整理のため、太政官

布告により一般市民も苗字を持つことが許されたの

がこの日です。

　ちなみに、苗字ランキングによると、全国では①

佐藤②鈴木③高橋④田中⑤伊藤の順位ですが、兵庫

県では①田中②山本③井上④藤原⑤松本という結果

に。あなたの苗字も調べてみては？

　高く空気が澄んだ空に、爽

やかな一日をスタートできる

好季節。今年も残すところ

１／３になりましたね。生活

様式が一変し、夏の疲れも出

やすいこの時期。皆様、ご自

愛ください。

「今月の“こんな日”」「今月の“こんな日”」
広報委員の“つぶやき”

●●●●●●●●●●●９月の会議所カレンダー９月の会議所カレンダー
日 曜日 行　　　事
1
4
8
10

火
金
火
木

広報委員会
法律相談
不動産相談
雇用相談

●無料相談は、変更・中止となることがあります。お手数ですが事前にお問合せください。
●「不動産相談」は、当面の間「完全予約制」の「電話相談のみ」となります。
　　相談される方は、無料相談日の４日前までに下記電話番号宛に予約のうえ、当日改めて予約時間にご連絡
　いただきますようお願いいたします。（キャンセルされる方は必ずご連絡ください）
【ご連絡・お問い合わせ】（一社）兵庫県宅地建物取引業協会　加古川支部
　　　　　　　　　　　　電話 ０７９－４２４－０８３２

日 曜日 行　　　事
14
15
18

月
火
金

第173回臨時議員総会
異業種交流会　９月度定例会、金融相談
法律相談

ほぼ
横ばい

　業況DIは持ち直しの動きも依然厳しい状況。先行きも感染拡大の警戒感強く慎重な見方続く。
　全産業合計の業況DIは▲59.3（前月比＋3.5pt）、先行き見通しＤＩは▲53.2（今月比＋6.1pt）
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